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セーフコミュニティの取り組みを発展的に継承 
「セーフシティあつぎ」が始動 

 安心・安全なまちづくりに向け、新たな評価体制などで運用する「セーフシ

ティあつぎ」を 11 月から開始します。2010 年から続ける国際認証「セーフコ

ミュニティ」（ＳＣ）の活動を継承しつつ、市独自の制度にかじを切ります。 

１ 概要 

取り組みを始めるに当たり、基本的事項を定めるセーフシティあつぎ推進

条例を制定しました。市、市民、関係団体が連携し、ＳＣで培った市民協働

の精神、客観的なデータと科学的検証に基づく実効性のある取り組みを継承。

犯罪の多様・巧妙化、交通環境の変化、自然災害の激甚化などの新たな課題

にも対応していきます。 

２ ＰＲしたい内容、事業のポイント、前回との違いなど 

・ＳＣ推進条例を廃止し、新たな条例を制定。11 月４日から施行し、活動の

幅を「コミュニティ」から「シティ」へと広げます。 

・基本計画も整備し、「けが予防」「交通安全」「治安向上」「防災」を重点分

野に 27 年４月からのスタートを目指します。 

・ＳＣの認証期間は 11 月で満了となりますが、再認証の申請は行いません。

国内ＳＣ認証自治体は 10 団体。ピーク時の 17 から減少しています。 

・ＳＣで受けていた５年ごとの認証審査に代わり、条例の運用状況を点検す

るために外部の専門機関（ＮＰＯ法人セーフキッズジャパン内の地域安全

共創委員会）による評価を行います。 

・セーフシティあつぎ推進旬間（11 月１～10 日）を新たに創設します。 

・表彰制度も導入し、優れた取り組みを行う市民や団体を顕彰します。 

・活動の開始に当たり、始動式を次の通り開催します。 

(1) 日時 11 月９日（月） 13 時 30 分～16 時 

(2) 会場 文化会館・大ホール 

(3) 内容 ①えいすう幼稚園児による演技②お笑いコンビ「世界事情」によ

る防犯漫才③安心・安全セーフシティあつぎ推進地区指定式④防

犯講話（講師＝濱田宏彰・セコムＩＳ研究所上級研究員）⑤活動を

進める市民によるパネルディスカッション「セーフシティあつぎ

が目指すまちづくり」 
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